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    ・市町村（学校組合）立学校を市町村立学校と表記する。 
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充実期前期
(11～15年目)

充実期後期
(16年目以降)

学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、学び続けることができる。

・年間指導計画
・単元構想
・学習指導案

・教育課程の編成
に関する基礎理
論・知識を習得し
ている。

・「学習指導要領」の趣旨・内容
を理解し、保健に関連する教科・
領域の年間指導計画を把握した
上で、児童生徒の実態に応じた
単元構想や教材づくりに取り組
んでいる。

・「学習指導要領」の趣旨・内容
を理解し、学年や教科の系統性
を踏まえた年間指導計画の工
夫・改善に参画するとともに、児
童生徒の実態や学校、地域の特
色を生かした単元構想や教材開
発に取り組み、専門性の向上を
図っている。

・「学習指導要領」の趣旨・
内容を生かし、教科横断的
な視点を持って校内の教育
課程づくりに携わるととも
に、現状分析をもとに学校
や地域の特色を生かした単
元構想や教材開発を行い、
校内研究会等で改善案を提
案している。

・校長の示す学校教育
目標や学校として目指
す方向性、及び教育活
動の在り方を踏まえ、
学校の特色化・魅力化
づくりに積極的に関与
している。

・心身の健康管理
・学校環境の管理

・健康診断、健康
観察、救急処置、
環境衛生検査等、
保健管理の基礎
事項について理解
している。

・教職員、学校医、学校歯科医と
連携して、健康診断や健康観察
を適切に実施するとともに、事後
措置についても速やかに行って
いる。
・学校における救急処置の範囲
を理解し、校内の救急体制を確
立した上で、養護教諭としての専
門的な判断をしている。
・学校薬剤師と連携して、環境衛
生検査を的確に実施している。

・保健管理全般について、校内
職員や外部機関等と連携し、観
察、検査等を改善を図りつつ適
切に実施している。
・救急体制について全教職員の
共通理解を図り、校内研修の充
実に取り組むとともに、関係する
医療機関等と連携している。

・児童生徒の実態や状況を
多面的に捉え、保健情報を
総合的に評価し、個別の健
康課題を的確にアセスメント
しつつ、児童生徒一人ひと
りの指導・支援を行ってい
る。
・学校全体の健康課題を的
確に把握するとともに、地域
にも目を向け、その解決に
向けて組織的に対応してい
る。

・教職員間の連携調整
を図りながら、児童生
徒の課題について適切
にアセスメントするとと
もに、地域や関係機関
との信頼関係を構築
し、支援体制を確立し
ている。

・健康相談、教育相談、生徒指
導を適切に行う上で必要な理論
や技法について理解するととも
に、児童生徒の特性や人間関
係、家庭環境等を把握し、それら
を考慮した指導・支援を行ってい
る。

・児童生徒一人ひとりの特性や
人間関係、家庭環境などを多面
的に捉え、個に応じた適切な指
導・支援を行っている。
・同僚の生徒指導上の悩みを理
解し、課題の解決に向けて指導・
助言を行っている。

・特別支援教育の視点

・特別な配慮を必
要とする児童生徒
への指導に関する
基礎理論・知識を
習得している。

・児童生徒の実態把握に基づい
た「個別の教育支援計画」、「個
別の指導計画」を理解し、一人ひ
とりの教育的ニーズに応じた適
切な指導・支援を行っている。

・関係機関と連携しながら、「個
別の教育支援計画」に基づき「個
別の指導計画」の作成に参画し
活用を行っている。

・組織的な校内支援体制を
構築し、関係機関等と連携
を図りながら合理的配慮を
行っている。

・児童生徒との関わり
・健康課題の解決

・保健室経営に関
する基礎理論・知
識を習得してい
る。

・保健室経営の具体的な方策を
立案し、実行している。
・児童生徒の健康実態を把握す
るために必要な情報を収集し、
健康課題を分析している。

・保健室経営において、児童生
徒の個別及び集団の健康課題
の解決を図っている。

・学校教育目標を具現化す
るための保健室経営を展開
している。

・救急体制
・危機管理

・学校教育の社会
的・制度的・法律
的・経営的理解に
関する基礎理論・
知識を習得してい
る。

・校内の救急体制を把握し、適
切に救急対応をしている。
・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、児童生徒が安心
して学校生活を送ることができる
ための適切な対応や危機の未
然防止に努めている。

・危機管理体制（危機管理マニュ
アル）を把握し、学年や学校全体
を広く見渡す視点に立った上で、
過去の事例に学びながら、適切
に研修等を行い校内の救急体制
の周知を図るとともに、迅速な対
応及び危機の未然防止に努めて
いる。

・校内の救急体制、危機管
理体制（危機管理マニュア
ル等）を把握し、必要に応じ
て危機管理体制の点検や
改善をしている。

・学校全体の視点に
立って、危機の未然防
止策や危機発生時の
具体的な対応策につい
て、校長に進言したり、
教職員に指示したりす
るなどの対応を行って
いる。

・学校、家庭、地域との
連携

・地域社会に貢献
することについて、
自分なりの考えを
持ち、実行しようと
している。

・家庭・地域と連携し、児童生徒
を共に育んでいこうとする関係を
築いている。

・家庭・地域・関係機関等と連携
し、組織的な対応をしながら児童
生徒の指導を推進している。

・家庭・地域・関係機関等と
の連絡・調整に努め、必要
な情報を収集・発信しなが
ら、学校課題の解決に向け
た校内体制を構築してい
る。

・家庭、地域等との連
携、調整役として、保護
者や地域等の協力を
得ながら学校課題の解
決に向けた取組を推進
する役目として率先し
て行動している。

・目標
・業務改善
・事務
・外部
・チームマネジメント
・協働的教職員集団づく
り

・集団で業務を遂
行する際、自らの
役割に応じて適切
に行動し、力を発
揮している。

・管理職や同僚の指導・助言を
受けながら、組織の中における
自らの役割や責任を自覚すると
ともに、その一員としての業務を
遂行している。
・保健組織活動の企画・運営に
参画し、自校の健康課題と結び
つけて考えている。

・同僚と協働しながら適切に業務
を遂行するとともに、関係機関・
異校種との連携を適切に行って
いる。
・学校全体を広く見渡す視点に
立って、自校の特色について把
握し、その特色を生かした実践を
行っている。
・自校の健康課題を把握し、その
解決に向けて保健組織活動の実
践を行っている。

・学校課題の解決に向け
て、保健組織活動を計画的
かつ積極的に行い、組織力
を向上させている。
・組織全体について、自己
の経験を生かしながら内外
の環境要因を広く見渡し、そ
の特色を生かした「チーム
学校」（効果的・効率的な組
織）としての教育活動を展開
している。

・様々な学校課題の解
決に向けて、保健組織
活動をはじめとする教
職員間や関係機関等と
の連携・協働体制の構
築に向けて、校長を補
佐しながら「チーム学
校」（効果的・効率的な
組織）作りに努めてい
る。
・教職員の意見を積極
的に吸い上げるなど、
風通しのよい職場作り
に努めるとともに、働き
方改革の推進に取り組
んでいる。

※ 必要に応じて、「児童生徒」は「幼児児童生徒」と読み替える。

鳥取県公立学校の教員としての資質の向上に関する指標【養護教諭】
令和６年４月１日　鳥取県教育委員会

養護教諭

保
健
教
育

各学校の特色を生かした
カリキュラム・マネジメン
トの実施

素

養

豊かな人間性、創造力、寛容性、人権意識 よりよい社会の実現に向け、自他の価値を尊重し、自らの人間性や創造性を高めることができる。

前向きな姿勢、向上心、適応力

教育的愛情、児童生徒理解、判断力 児童生徒に対する理解を深め、自発的・主体的な成長や発達を支援することができる。

専門的知識・技能、指導力、構想力 保健教育、保健管理に関する専門的知識・技能を有し、児童生徒の主体的な学びを支援することができる。

・個々の児童生徒の実
態を的確に把握し、担
任や学年団の相談役
になるとともに、関係機
関等との連携を積極的
に図ることで、組織的
な対応ができる体制づ
くりに努めている。
・学校教育目標を具現
化するために、教育活
動全体に参画し、学校
保健活動を総合的に推
進するための保健室経
営を展開している。

・児童生徒の健康課題やいじめ・不登校等の課題について、関係
教職員への報告・連絡・相談を密にするとともに、スクールカウンセ
ラー、スクールソーシャルワーカー、児童相談所等と連携しながら
課題の解決に向けて組織的に取り組んでいる。

社会性、協調性、コミュニケーション力 学校組織の一員として、学校内の多様な人材、家庭や地域等と連携・協働を図ることができる。

使命感、責任感、倫理観 教育公務員としての倫理観及び法令遵守の精神に基づき、責任ある言動をとることができる。

・各期（ステージ）において、学校教育目標の達成に向けて管理職及び同僚と協働しながら取り組むとともに、取組の継承
や後継者育成を近隣他校、中学校区、全県的と視野を広げながら業務を遂行している。

特別な配慮を必要とする
児童生徒への指導

健康課題の把握と保健
室経営

学
校
運
営
・
教
職
員
連
携

学校安全への対応

家庭・地域とつながる力

組織として連携・協働す
る力（同僚、関係機関、
異校種）・保健組織活動
（児童生徒保健委員会、
学校保健委員会、外部
連携等）

保
健
管
理
及
び
児
童
生
徒
理
解
・
指
導

保健管理

健康相談、教育相談、生
徒指導及びいじめ・不登
校、虐待防止対策

・個への対応
・コミュニケーション能力

・健康相談、生徒
指導、教育相談に
関する基礎理論・
知識を習得してい
る。

・児童生徒の実態を的確に
把握し、個に応じた適切な
指導・支援を組織的に継続
して行っている。
・学校全体の生徒指導上の
課題について教職員間で共
通理解を図るとともに、児童
生徒一人ひとりの課題の解
決に向けて、スクールカウン
セラー、スクールソーシャル
ワーカー、児童相談所等の
関係機関と連携しながら組
織的に対応している。

向上期（第2ステージ）

(6～10年目)

第１ステージの経験をもとに、

保健教育や保健管理の専門的知

識・技能を習得するとともに、学

校保健活動の推進力と実践的指

導力の向上及び視野の拡大を図

ステージ

観点

キーワード

キャリア

スタート期

（教員養成

完成時・

採用時）

教員としての必要な基礎的素

養・指導技術を広く習得し、実践

的指導力を身に付けるとともに、

学校組織の一員としての自覚を

育成期（第1ステージ）

(1～5年目)

第２ステージの経験をもとに、職務に関する専門性

をよりいっそう高め、広い視点から学校運営に積極的

に参画するとともに、指導的立場としての力量及び管

理的立場としての力量(マネジメント能力)を高める。

充実期（第3ステージ）

(11年目以降)

職
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令和６年度新規採用養護教諭研修実施要項 

鳥取県教育委員会 

１ 目的 

 新規採用養護教諭研修は、新任養護教諭に対して、現職研修の一環として１年間の研修を実

施し、教員としての使命感を養い幅広い知見を習得させるとともに、学校保健、健康教育に関

する専門的な知識・技能に関する研修を実施し、実践的指導力を養うことを目的とする。 

２ 対象 

（１）新規に採用された小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校の養護教諭を対

象とする。

（２）鳥取県教育委員会（以下「県教育委員会」という）又は市町村（学校組合）教育委員会（以

下「市町村教育委員会」という）は、その所管する学校の新規採用養護教諭について、研修実

施計画及び年間指導計画に従い、１年間の新規採用養護教諭研修を受けさせる。

３ 研修内容及び日数 

（１）教育センターが企画する研修は１０日とする。

（２）市町村教育委員会又は県立学校が企画する校外研修は２日とする。

（３）校内研修は年間２５日とする。

・教職研修は校内職員による指導を１０日実施する。

・専門研修は指導教員による指導を１５日実施する。

４ 提出文書 

（１）市町村教育委員会又は県立学校が企画する研修計画書 

市町村教育委員会又は県立学校は対象養護教諭が地域の理解（産業・歴史・文化・自然・ 

教育等）を深めることができる内容の研修を２日間企画し、市町村（学校組合）教育委員 

会が企画する研修計画書（様式［新養］１）又は県立学校が企画する研修計画書（様式［新 

養］６）を作成する。 

（２）年間指導計画書

校長は、教職研修１０日及び専門研修１５日の年間２５日の研修を計画するとともに、市町村教

育委員会又は県立学校が企画する研修計画（２日間）を含め２７日間の計画として年間指導計画書

（様式［新養］３又は様式［新養］８）を作成する。

（３）市町村教育委員会又は県立学校が企画する研修報告書（様式［新養］２又は様式［新養］７） 

（４）年間指導報告書（様式［新養］４又は様式［新養］９） 

５ 保存文書及び保存期間 

校長は、以下の文書の写しを令和６年度の配置校に５年間保存する。 

（１） 市町村（学校組合）立学校

・令和６年度新規採用養護教諭研修年間指導計画書（様式［新養］３）

・令和６年度新規採用養護教諭研修年間指導報告書（様式［新養］４）

・令和６年度新規採用養護教諭研修報告書（様式［新養］５）
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（２）県立学校

・県立学校が企画する研修計画書（様式［新養］６）

・県立学校が企画する研修報告書（様式［新養］７）

・令和６年度新規採用養護教諭研修年間指導計画書（様式［新養］８）

・令和６年度新規採用養護教諭研修年間指導報告書（様式［新養］９）

・令和６年度新規採用養護教諭研修報告書（様式［新養］１０）

６ 校内指導体制 

（１）校長・副校長及び教頭は、年間指導計画に従い、研修項目に応じて、新規採用養護教諭の指

導及び助言にあたる。

（２）校長は、新規採用養護教諭が校内及び校外における研修を受ける間、必要に応じて、その職

務が他の教職員によって補完されるよう配慮する。

（３）校長は、研修担当教員（当該学校の教員を充てる）、指導教員（新規採用養護教諭研修非常

勤講師等）を中心とした学校全体としての協働的な研修体制を確立する。なお、養護教諭複数

配置校の場合は、研修担当教員と指導教員を兼ねてもよい。

（４）研修担当教員は、校長・副校長及び教頭の指導のもとに研修の企画、立案、指導教員及び他

の教職員との連絡調整にあたるとともに、新規採用養護教諭に対して全体的指導及び助言を行

う。

（５）指導教員は、校長・副校長及び教頭の指導のもとに、年間指導計画に従い、新規採用養護教

諭に対して専門的な指導及び助言を行う。

（６）他の教職員は、校長・副校長及び教頭の指導のもとに、年間指導計画に従い、指導者として

新規採用養護教諭の指導及び助言に協力する。

７ 指導教員 

（１）指導教員とは、校内における専門研修の指導及び助言、並びに新規採用養護教諭の校外研修

における後補充にあたる者をいう。

（２）県教育委員会は、新規採用養護教諭の研修を実施するため、市町村教育委員会の求めに応じて指

導教員を派遣することができる。 

（３）県教育委員会は、指導教員を命じることに伴い必要になる新規採用養護教諭研修非常勤講師の人

数に応じて会計年度任用職員を任命し、市町村教育委員会の求めに応じて、当該会計年度任用職員

を市町村教育委員会に派遣する。 

（４）市町村教育委員会は、当該会計年度任用職員を新規採用養護教諭研修非常勤講師に任命し、当該

非常勤講師の配置を必要とする学校に勤務することを命じる。 

（５）指導教員として他校の現職養護教諭を派遣する場合、派遣に必要な旅費については、指導教員の

所属する校長の請求に基づいて教育センターが別途支給する。 

８ 新規採用養護教諭研修実施校校長等連絡協議会 

県教育委員会は、新規採用養護教諭研修を円滑かつ効果的に実施するため、校長等の連絡協議会

を開催する。 

4



９ 新規採用養護教諭研修担当教員等研修会・連絡協議会 

県教育委員会は、新規採用養護教諭研修を円滑かつ効果的に実施するため、研修担当教員の研修

会・連絡協議会を開催する。 
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各 種 様 式 
市町村（学校組合）立学校 
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様式［新養］１ 

市町村（学校組合）教育委員会が企画する研修計画書 

 
       市町村（学校組合）教育委員会 

 

 

期 日  会   場  研  修  内  容  

   

   

 

 

 （注）〇市町村（学校組合）教育委員会が企画する研修は２日とする。 

 

    〇研修内容については、研修項目やその内容を簡潔に書くこと。 
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様式［新養］２ 

市町村（学校組合）教育委員会が企画する研修報告書 
 
       市町村（学校組合）教育委員会 

 

 

期 日  会   場  研  修  内  容  

   

   

所見 

 

 

 

（注）研修内容については、研修項目やその内容を簡潔に書くこと。 
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様式［新養］３ 

令和６年度新規採用養護教諭研修 年間指導計画書 
 

学 校 名 新規採用養護教諭氏名 

 
 

                      

回 実施月日 種 類 研修項目 指導者職・氏名 

１ 月 日  

 

 

２ 月 日  

 

 

３ 月 日  

 

 

～ 月 日  

 

 

～ 月 日  

 

 

26 月 日  

 

 

27 月 日  

 

 

 

※市町村（学校組合）教育委員会が企画する研修（２日分）と校内研修（２５日分）を記入する。 

 

 ※研修の種類については、「教職」「専門」のどちらかを記入する。校外研修は、「教職」と記入する。 
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  様
式
［
新
養
］
４

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令
和
６
年
度
 
新
規
採
用
養
護
教
諭
研
修
 
年
間
指
導
報
告
書

 
 

学
 
 
校

 
 
名

 
新
規
採
用
養
護
教
諭

 
氏
名

 

 
 

研
修
担
当

 
氏
名

 
指
導
教
員

 
学
校
名
・
氏
名

 

 
 

回
 

実
施
月
日

 
種
 
類

 
研
修
項
目

 
研
修
内
容

 
研
修
者
感
想

 
指
導
者
所
見

 
指
導
者

 
職
・
氏
名

 

１
 

月
 
日

 
 

 
 

 
 

 

～  

月
 
日

 
 

 
 

 
 

 

27
 

月
 
日

 
 

 
 

 
 

 

 ※
 
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
が
企
画
す
る
研
修
（
２
日
分
）
と
校
内
研
修
（
２
５
日
分
）
を
記
入
す
る
。

 
※

 
研
修
の
種
類
に
つ
い
て
は
、「

教
職
」「

専
門
」
の
ど
ち
ら
か
を
記
入
す
る
。
校
外
研
修
は
、
「
教
職
」
と
記
入
す
る
。

 
 

※
 
他
校
の
現
職
養
護
教
諭
を
指
導
教
員
と
し
た
場
合
は
、
指
導
教
員
欄
に
学
校
名
・
氏
名
を
記
入
す
る
。

 
※

 
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
が
企
画
す
る
研
修
は
、
指
導
者
所
見
欄
に
斜
線
、
指
導
者
職
・
氏
名
欄
に
研
修
を
実
施
し
た
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
名

を
記
入
す
る
。
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様式［新養］５ 

令和６年度新規採用養護教諭研修報告書 
 

学 校 名  

新規採用養護教諭氏名  

指導教員氏名  

 

研修全般に対する所見 

（１） 研修担当教員の所見 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 指導教員の所見 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 校長の所見 
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各 種 様 式 
 

 

県 立 学 校 
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様式［新養］６ 

県立学校が企画する研修計画書 

 
県立         学校 

 

 

期 日  会   場  研  修  内  容  

   

   

 

 

（注）〇県立学校が企画する研修は２日とする。 

 

〇研修内容については、研修項目やその内容を簡潔に書くこと。 
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様式［新養］７ 

県立学校が企画する研修報告書 
 

県立         学校 

 

 

期 日  会   場  研  修  内  容  

   

   

 

 

（注）研修内容については、研修項目やその内容を簡潔に書くこと。 
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様式［新養］８ 

令和６年度新規採用養護教諭研修 年間指導計画書 
 

学 校 名 新規採用養護教諭氏名 

  

回 実施月日 種 類 研修項目 指導者職・氏名 

１ 月 日  

 

 

２ 月 日  

 

 

３ 月 日  

 

 

４ 月 日  

 

 

５ 月 日  

 

 

 

月 日  

 

 

  

月 日  

 

 

26 月 日  

 

 

27 月 日  

 

 

 

※ 学校が企画する研修（２日分）と校内研修（２５日分）を記入する。 

 

※ 研修の種類については、「教職」「専門」のどちらかを記入する。校外研修は、「教職」と記入する。  

 

 

～ 
 

～ 
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  様
式
［
新
養
］
９

 

令
和
６
年
度
 
新
規
採
用
養
護
教
諭
研
修
 
年
間
指
導
報
告
書

 
 

学
 

 
校

 
 
名
 

新
規
採
用
養
護
教
諭

 
氏
名
 

 
 

研
修
担
当

 
氏
名
 

指
導
教
員

 
学
校
名
・
氏
名

 

 
 

回
 

実
施
月
日
 

種
 
類
 

研
修
項
目
 

研
修
内
容
 

研
修
者
感
想
 

指
導
者
所
見
 

指
導
者
 

職
・
氏
名
 

１
 

月
 
日
 

 
 

 

 
 

 

～  

月
 
日
 

 
 

 

 
 

 

27
 

月
 
日
 

 
 

 

 
 

 

 ※
 
学
校
が
企
画
す
る
校
外
研
修
（
２
日
分
）
と
校
内
研
修
（
２
５
日
分
）
を
記
入
す
る
。

 
 ※

 
研
修
の
種
類
に
つ
い
て
は
、「

教
職
」「

専
門
」
の
ど
ち
ら
か
を
記
入
す
る
。
校
外
研
修
は
、
「
教
職
」
と
記
入
す
る
。
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様式［新養］１０ 

令和６年度新規採用養護教諭研修報告書 
 

学 校 名  

新規採用養護教諭氏名  

指導教員氏名  

 

研修全般に対する所見 

（１）研修担当教員の所見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）指導教員の所見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）校長の所見 
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実 施 手 引 
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令和６年度新規採用養護教諭研修実施手引 

 

Ⅰ 研修計画及び年間指導計画の作成について 

  

「新規採用養護教諭研修の研修内容例」（別表１）「校内研修の項目例」（別表２）を

参考にし、研修計画及び年間指導計画を作成する。作成にあたっては、校内研修が教職員

組織や学校の実態に応じて実施できるように配慮する。 

 

 

１ 市町村教育委員会又は県立学校が企画する研修計画について 

（１）地域理解を深める内容のうち、校区内の幼保小、小中高連携に係る研修等、学校内

では企画できない研修が望まれる。   

（２）内容が校内研修及び教育センターが企画する研修と重複しないように考慮し、研修

時期・時間・日程等について学校との調整を行う。 

（３）校外での学校行事、引率等の校務は、研修内容に含めない。 

 

（注）教育センターが企画する研修の一部は、非集合型遠隔研修及び非集合型動画配信研

修で行う。その際、校長等は勤務時間内に研修を実施するための十分な時間と研修に

集中できる部屋を確保する。なお、この研修は教育センターが企画する研修であるた

め、校内研修には位置付けないこと。 

 

２ 年間指導計画について 

（１）教職員組織や校区の状況等学校の実情や校外における研修項目及び時期に配慮し、

研修担当教員、指導教員等の参画を得て年間指導計画を作成する。 

（２）教職研修１０日及び専門研修１５日を、年間をとおして系統的に設定する。なお、

専門研修においては、保健室経営に関するテーマを設定し、具体的な実践を行う。  

（３）教職研修については、研修担当教員が、研修の企画、立案にあたる。特に道徳教育

の全体計画と指導の実際、人権教育の全体計画と指導の実際、体育科・保健体育科（保

健教育）の教科指導の実際については必ず研修項目とし、授業参観をとおして指導で

きるよう計画する。 

（４）専門研修における指導計画については、研修時期・時間・日程等について、指導教

員及びその所属の校長と連絡調整をした上で計画する。 

（５）養護教諭の職務の遂行に必要な基礎的事項を網羅することが望ましい。 

（６）指導教員等の１日の指導時数は４時間程度とし、５月～１月までの期間に、月３～

４日程度を目安に計画する。 
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（別表１）新規採用養護教諭研修の研修内容例 

 

                    

研修の区分 

                     

         

日  数  

                                        

研 修 内 容                                                  

                 

所     管  

                  

                     

 

 

 

 

校内研修 

     

（２５日) 

１０日 

 

 

教職研修（校内教職員による指導）  
・教育課程                        
・学校教育目標、学校経営          
・児童生徒理解                    
・授業参観 等  
 

                                  

 

 

 

 

市町村教育委員会 

 

県立学校 

１５日 専門研修（指導教員による指導) 
・保健教育 
・保健管理の実際  
・保健室経営の工夫                
・健康教育の進め方                  
・学校保健組織活動の実際 等  
※保健室経営に関するテーマを設  
 定し、具体的な実践を行う。 
 

市町村教育委員会
又は県立学校が企

画する研修 

（２日） 

２日 

・地域の歴史・文化・自然 等  

・幼保小中高連携 等  

 

市町村教育委員会 

又は 

県立学校 

 

 

 

教育センターが企

画する研修 

（１０日)                                          

 

１０日 

         

教職研修（初任者研修と一部合同開

催）  

・社会人としての接遇の仕方 

・教員としての服務 

・人権教育 

・メンタルヘルス 

・鳥取県学校教育の現状と課題・ 

・自己成長のマネジメント 

・特別支援学校の教育 ・  

・いじめ・不登校対応 

・これからのビジョンづくり 等                     

    

 

専門研修 

・鳥取県の健康教育の現状と課題 

・養護教諭の職務と役割 

・保健室経営 

・保健管理 

・健康相談 

・保健教育 

・保健組織活動      等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育センター 
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（別表２）校内研修の項目例  ★は必ず研修項目に入れること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 職 研 修                

基
礎
的
素
養 

・教員の服務と勤務            

・教員としての心構え          

・学校教育目標とその具現化    

・学習指導要領と教育課程の編成 

・学校の教育環境              

・校内組織と校務分掌          

・教職員の研修                

・公文書、諸表簿、提出文書の処理取扱い                

・ＰＴＡ組織と運営            

・学校経営、学級経営・ホームルーム経営

と保健室経営 

各
教
科
等 

・教科指導の実際 

（授業参観、授業研究会参加）  

★体育科・保健体育科（保健教育）の教科指導の

実際 

基本的指導技術  

授業における児童生徒理解 

教育課程の理解 

教室経営、学習環境の理解 

教材、教具の作成と活用の仕方 

ＩＣＴ機器利用の意義と役割  

・道徳教育の意義                

★道徳教育の全体計画と指導の実際  

・特別活動の全体計画と指導の実際  

学級活動、ホームルーム活動の内容と進め方            

児童会（生徒会）活動の指導の実際 

クラブ活動・学校行事の指導の実際 

・総合的な学習（探究）の時間の全体計画と指導

の実際 

生
徒
指
導
等 

・児童生徒の実態把握 

・児童生徒理解 

・生徒指導の校内体制と養護教諭の役割 

・教員と児童生徒の人間関係 

・集団指導と個別指導 

・教育相談の進め方 

・基本的生活習慣の育成 

・児童生徒のほめ方、叱り方 

★人権教育の全体計画と指導の実際                       

・人権教育の現状と課題 

・共生社会の形成に向けたインクルーシブ

教育システムの構築のための特別支援教

育の推進 

・合理的配慮の提供と基礎的環境整備 
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専   門   研   修 

保
健
室
経
営 

・学校保健の現状及び健康課題の把握 

・保健室の機能と養護教諭の役割 

・保健室経営計画の策定       

・保健関係諸表簿、保健備品等の管理 
・保健室経営の評価と改善 

健
康
相
談 

・児童生徒(集団)及び個人の心や体の健康状

態の把握  

・健康観察、健康診断、保健室利用状況の活

用 

・心の健康に関する調査 

・相談に適した保健室の環境設定                       

・心や体の健康に関する記録類の保管と活用                

・健康相談に関する文献の収集、保管及び活

用 

・児童生徒の訴えの受け止め方 

・来室児童生徒の観察の仕方  

・健康相談の技法  

・健康相談に適した検査    

・面接による指導 

・面接記録用紙の作成と活用       

・支援記録及び面接記録の生かし方  

・記録の取扱等の留意事項         

・観察実習の場面  

・来室者体験実習 

・支援チームの作り方         

・校内の相談組織との連携のあり方 

・保護者への連絡の仕方       

・保護者との面談の仕方      

・学年、学級保護者会への参加 

・学校保健委員会の活用 

・学校教育活動との関連       

・養護教諭の職務の特質を生かした活動                   

・個々の児童生徒に対応した相談チームの編

成           

・学級経営、ホームルーム経営との連携                  
・プライバシー保護の徹底 

保
健
管
理 

・健康診断の実施計画立案の仕方  

・健康診断の進め方                

・健康診断の各検査の準備（実習）  

・健康診断の事後処理              

・事前事後の学校医との連携の仕方 

・健康診断と事後措置指導の実際    

・健康生活実践状況の把握       

・健康情報の収集と活用           

・心身の健康に問題を有する児童生徒の指

導体制 

・不安や悩み等の状況の実態把握   

・実態の分析の仕方 

・水質検査（水道・プール）  

・照度検査の仕方、机や椅子の点検方法 

・定期検査・臨時検査の実際   

・学校薬剤師との連携の仕方 

・学校環境衛生活動の実際  

・感染症の予防と管理  

・疾病異常者の健康管理とその指導 

・学校における救急体制と救急措置の実際 

・学校安全に関する情報の提供の仕方と生

かし方 

保
健
教
育 

・学習指導への参加 

（体育科、保健体育科、理科、家庭科、生

活科等での健康安全に関する指導等への

資料提供、教材作成の協力等） 

・特別活動への参加 

・学級活動・ホームルーム活動における授

業への協力 

・健康に課題を有する児童生徒の個別指導 

・児童生徒の健康・安全・給食活動の推進

指導 

・保健教育の学習指導案の作成 

・健康課題の把握と対策 

保
健
組
織
活
動 

・学校保健安全委員会における関係機関との

連携のあり方  

・保護者・関係機関と連携した健康教育推進

のあり方 

・職員保健（健康安全）部会の運営のあり方               

・教職員、学校医等との連携の進め方 
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様式［新養］３ 

令和６年度新規採用養護教諭研修 年間指導計画書 
 

学 校 名 新規採用養護教諭氏名 

鳥取市立星取小学校 ○○ ○○                      

回 実施日 種 類 研修項目 指導助言者職・氏名 

１ 4月 22日 教職① 

基礎的素養 

・教員の服務と勤務 

・学校教育目標の具現化 

校長 Ａ○○ ○○ 

２ 5月 13日 専門① 

保健室経営 

・保健室経営計画 

・保健備品等の管理 

非常勤講師 Ｂ○○ ○○ 

３ 5月 23日 教職② 

生徒指導等 

・児童生徒の実態把握 
教諭 Ｃ○○ ○○ 

（生徒指導主任） 

４ 6月 10日 教職 

校外研修 

・○○町の歴史・文化・自然に

ついて 

・○○町の人権教育について 

○○町教育委員会 

 

  

  

15 10月 7日 教職⑦ 

各教科等 

・道徳教育のあり方と本校の 

道徳教育 

・授業参観 

教諭 Ｄ○○ ○○ 

 

  

  

25 1月 9日 教職⑩ 

基礎的素養 

・ＰＴＡ組織と運営 教諭 Ｅ○○ ○○ 

26 1月 14日 専門⑭ 

健康相談の実際 

・支援チームの作り方 

・学校教育活動との連携 

非常勤講師 Ｂ○○ ○○ 

27 1月 16日 専門⑮ 

保健室経営 

・保健室経営の評価と改善 非常勤講師 Ｂ○○ ○○ 

 

※市町村（学校組合）教育委員会が企画する研修（２日分）と校内研修（２５日分）を記入する。 

 

※研修の種類については、「教職」「専門」のどちらかを記入する。校外研修は、「教職」と記入する。 

Ⅱ 記入例 
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  様
式
［
新
養
］
４

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令
和
６
年
度
 
新
規
採
用
養
護
教
諭
研
修
 
年
間
指
導
報
告
書
 

 
 

学
 

 
校

 
 
名
 

新
規
採
用
養
護
教
諭

 
氏
名
 

 
鳥
取
市
立
星
取
小
学
校
 

 
○
○

 
○
○

 

回
 

実
施
日
 

種
 
類
 

研
修
項
目
 

研
修
内
容
 

研
修
者
感
想
 

指
導
者
所
見
 

指
導
者
 

職
・
氏
名
 

１
 

 
4
月

2
2
日
 

教
職
①
 

基
礎
的
素
養

 
・
教
員
の
服
務
と
勤
務

 

・
学
校
教
育
目
標
の
具
現
化

 

 
 

校
長
 
Ａ
 

２
 

 
5
月

1
3
日
 

専
門
①
 

保
健
室
経
営

 
・
保
健
室
経
営
計
画

 

・
保
健
備
品
等
の
管
理

 

 
 

非
常
勤
講
師

 
 
Ｂ
○
○

 
○
○

 

３
 

 
5
月

2
3
日

 
教
職
②
 

生
徒
指
導
等

 
・
児
童
生
徒
の
実
態
把
握

 
 

 
教
諭
 
Ｃ
○
○
 
○
○

 
（
生
徒
指
導
主
任
）

 

４
 

 
6
月

1
0
日
 

教
職

 
校
外
研
修
 

・
人
間
関
係
づ
く
り

 

・
ほ
め
方
、
叱
り
方
 

 
 

鳥
取
市
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー

 
指
導
主
事

 
○
○
○
○
 

 
 

 
 

 
 

 
 

15
 

 
1

0
月

7
日
 

教
職
⑦

 
各
教
科
等
 

・
道
徳
教
育
の
あ
り
方
と
本

 
校
の
道
徳
教
育

 
・
授
業
参
観

 

 
 

教
諭
 
Ｄ
○
○
 
○
○
 

 
 

 
 

 

 
 

 

27
 

1
月

1
6
日

 
専
門
⑮

 
保
健
室
経
営

 
・
保
健
室
経
営
の
評
価
と
改

 
 
善

 

 
 

非
常
勤
講
師

 
 
Ｂ
○
○

 
○
○

 

  ※
 
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
が
企
画
す
る
研
修
（
２
日
分
）
と
校
内
研
修
（
２
５
日
分
）
を
記
入
す
る
。

 
※

 
研
修
の
種
類
に
つ
い
て
は
、「

教
職
」「

専
門
」
の
ど
ち
ら
か
を
記
入
す
る
。
校
外
研
修
は
、
「
教
職
」
と
記
入
す
る
。

 
 

※
 
他
校
の
現
職
養
護
教
諭
を
指
導
教
員
と
し
た
場
合
は
、
指
導
教
員
欄
に
学
校
名
・
氏
名
を
記
入
す
る
。

 
※

 
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
が
企
画
す
る
研
修
は
、
指
導
者
所
見
欄
に
斜
線
、
指
導
者
職
・
氏
名
欄
に
研
修
を
実
施
し
た
市
町
村
（
学
校
組
合
）
教
育
委
員
会
名

を
記
入
す
る
。

 

記
入
例

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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様式［新養］８ 

令和６年度新規採用養護教諭研修 年間指導計画書 
 

学 校 名 新規採用養護教諭氏名 

鳥取県立鳥取高等学校 ○○ ○○                      

回 実施日 種 類 研修項目 指導助言者職・氏名 

１ 4月 22日 教職① 

基礎的素養 

・教員の服務と勤務 

・学校教育目標の具現化 

校長 Ａ○○ ○○ 

２ 5月 13日 専門① 

保健室経営 

・保健室経営計画 

・保健備品等の管理 

非常勤講師 Ｂ○○ ○○ 

３ 5月 23日 教職② 

生徒指導等 

・児童生徒の実態把握 
教諭 Ｃ○○ ○○ 

（生徒指導主任） 

４ 6月 10日 教職 

校外研修 

・授業参観 

・中学校における特別支援教 

育の取組 

○○○○中学校 

 

  

  

15 10月 7日 教職⑦ 

各教科等 

・道徳教育のあり方と本校の 

道徳教育 

・授業参観 

教諭 Ｄ○○ ○○ 

 

  

  

25 1月 7日 教職⑩ 

基礎的素養 

・ＰＴＡ組織と運営 教諭 Ｅ○○ ○○ 

26 1月 14日 専門⑭ 

健康相談の実際 

・支援チームの作り方 

・学校教育活動との連携 

非常勤講師 Ｂ○○ ○○ 

27 1月 16日 専門⑮ 

保健室経営 

・保健室経営の評価と改善 非常勤講師 Ｂ○○ ○○ 

 

※ 学校が企画する研修（２日分）と校内研修（２５日分）を記入する。 

 

※ 研修の種類については、「教職」「専門」のどちらかを記入する。校外研修は、「教職」と記入する。 

記入例 
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  様
式
［
新
養
］
９

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令
和
６
年
度
 
新
規
採
用
養
護
教
諭
研
修
 
年
間
指
導
報
告
書
 

 
 

学
 

 
校

 
 
名
 

新
規
採
用
養
護
教
諭

 
氏
名
 

 
鳥
取
県
立
鳥
取
高
等
学
校
 

 
○
○

 
○
○

 

回
 

実
施
日
 

種
 
類
 

研
修
項
目
 

研
修
内
容
 

研
修
者
感
想
 

指
導
者
所
見
 

指
導
者
 

職
・
氏
名
 

１
 

4
月

2
2
日
 

教
職
①
 

基
礎
的
素
養

 
・
教
員
の
服
務
と
勤
務

 

・
学
校
教
育
目
標
の
具
現
化

 

 
 

校
長
 
Ａ
 

２
 

5
月

1
3
日
 

専
門
①
 

保
健
室
経
営

 
・
保
健
室
経
営
計
画

 

・
保
健
備
品
等
の
管
理

 

 
 

非
常
勤
講
師

 
 
Ｂ
○
○

 
○
○

 

３
 

5
月

2
3
日

 
教
職
②
 

生
徒
指
導
等

 
・
児
童
生
徒
の
実
態
把
握

 
 

 
教
諭
 
Ｃ
○
○
 
○
○

 
（
生
徒
指
導
主
任
）

 

４
 

6
月

1
0
日
 

教
職

 
校
外
研
修
 

・
授
業
参
観

 

・
中
学
校
に
お
け
る
特
別
支

 
援
教
育
の
取
組

 

 
 

○
○
中
学
校

 

 
 

 
 

 
 

 
 

15
 

1
0
月

7
日
 

教
職
⑦

 
各
教
科
等
 

・
道
徳
教
育
の
あ
り
方
と
本

 
校
の
道
徳
教
育

 

・
授
業
参
観

 

 
 

教
諭
 
Ｄ
○
○
 
○
○
 

 
 

 
 

 

 
 

 

27
 

1
月

1
6
日

 
専
門
⑮

 
保
健
室
経
営

 
・
保
健
室
経
営
の
評
価
と
改

 
 
善

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

 
非
常
勤
講
師

 
 
Ｂ
○
○

 
○
○

 

 ※
 
学
校
が
企
画
す
る
校
外
研
修
（
２
日
分
）
と
校
内
研
修
（
２
５
日
分
）
を
記
入
す
る
。

 
※

 
研
修
の
種
類
に
つ
い
て
は
、「

教
職
」「

専
門
」
の
ど
ち
ら
か
を
記
入
す
る
。
校
外
研
修
は
、
「
教
職
」
と
記
入
す
る
。

 
 

記
入
例

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・

 

・
・
・
・
・
・
・
・
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Ⅲ 令和６年度新規採用養護教諭研修に係る文書の提出について 

 市町村立学校  

１ 文書の提出の流れ 

・教育センターは、各市町村教育委員会に文書の提出について通知を行う。 

・各学校から各市町村教育委員会への提出方法は、各市町村教育委員会の指示による。 

・提出の際のファイル名は次のとおりとする。 

ファイル名：【学校名 対象者名】様式［新養］○ 

・各市町村教育委員会は、所管の各学校から提出のあった文書ファイルを取りまとめの上、学校

業務支援システムの文書連絡機能で回答する。 

 

２ 文書の提出期限 

・各学校から各市町村教育委員会への提出期限は、各市町村教育委員会の指示による。 

・各市町村教育委員会が学校業務支援システムの文書連絡機能で回答する期限は、次のとおりと

する。 

市町村立学校 市町村教育委員会 
県教育委員会 

教育局 教育センター 

提出する文書 提 出 期 限 

 

市町村教育委員会が

企画する研修計画書

（様式[新養]１） 

令和６年 

５月１０日（金） 

令和６年 

 ５月１７日（金） 

 

市町村教育委員会が

企画する研修報告書

（様式[新養]２） 

令和７年 

 ２月２８日（金） 

令和７年 

３月７日（金） 

提出する文書 提 出 期 限 

年間指導計画書 

（様式[新養]３） 

市町村教育委員会か

ら示された期日 

令和６年 

 ５月１０日（金） 

令和６年 

 ５月１７日（金） 

年間指導報告書 

（様式[新養]４） 

令和７年 

 ２月２８日（金） 

令和７年 

 ３月７日（金） 

研修報告書 

（様式[新養]５） 

令和７年 

 ２月２８日（金） 

令和７年 

 ３月７日（金） 

 

 県立学校  

１ 教育センターへの文書の提出 

・教育センターは、各学校に文書の提出について通知を行う。 

・各学校は、文書ファイルを取りまとめの上、電子メールで教育センターに提出する。 

  ・提出の際の提出先、件名及びファイル名は次のとおりとする。 

提出先：教育センター宛てノーツメール 

件 名：【学校名】 文書名の提出について 

ファイル名：【学校名 対象者名】様式［新養］○ 
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 各学校から教育センターに文書を提出する期限は、次のとおりとする。 

 

 

 

提出する文書 提出期限 

県立学校が企画する研修計画書（様式［新養］６） 令和６年５月１７日（金） 

県立学校が企画する研修報告書（様式［新養］７） 令和７年３月７日（金） 

令和６年度新規採用養護教諭研修年間指導計画書（様式［新養］８） 令和６年５月１７日（金） 

令和６年度新規採用養護教諭研修年間指導報告書（様式［新養］９） 令和７年３月７日（金） 

令和６年度新規採用養護教諭研修報告書（様式［新養］１０） 令和７年３月７日（金） 
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